
 
 

 
 

（
一
九
） 

大
床
（
お
お
と
こ
） 

  
西
林
木
町
の
伊
努
谷
川
源
流
地
点
北
方
の
「
才
の
原
」
の
後
方
地
帯
が
「
大

床
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

古
代
出
雲
大
社
の
本
殿
は
、
中
世
時
代
、
高
さ
が
十
六
丈
（
四
八
メ
ー
ト

ル
）・
古
代
に
は
三
十
二
丈
（
九
六
メ
ー
ト
ル
）
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
本
殿
の
引
き
橋
（
階
段
）
を
登
り
き
る
と
「
本
殿
大
床
」
と
呼
ば
れ

る
舞
台
（
拝
殿
）
が
あ
り
、
そ
の
「
大
床
」
の
高
さ
は
推
定
三
十
メ
ー
ト
ル

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
は
、
出
雲
国
が
一
望
に
見
渡
せ
る
よ
う
な
、
神
聖
な
場

所
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
国
が
一
望
に
見
渡
せ
る
神
聖
な
地
帯
を
、
昔
の
人
々
は
「
大

床
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

 

鳶
巣
の
通
称
「
大
床
」
も
北
山
山
脈
の
頂
上
付
近
に
あ
り
、
出
雲
平
野
が

一
望
に
見
渡
せ
る
地
帯
で
す
。 

 

古
老
の
話
し
に
よ
れ
ば
、
近
く
に
は
大
屏
風
岩
・
高
清
水
・
鶏
烏
帽
子
と

呼
ば
れ
る
神
宿
る
神
聖
な
場
所
が
あ
り
、
古
来
に
は
こ
の
「
大
床
」
で
神
儀

の
祭
典
が
行
わ
れ
、
地
域
の
人
々
は
「
大
床
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
明
治
時
代
に
、
こ
の
「
大
床
」
の
付
近
か
ら
弥

生
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
伝
説
に
ロ
マ
ン
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
「
大
床
」
は
明
治
・
昭
和
と
戦
後
に
お
い
て
、
鳶
巣
村
に
住

む
数
名
の
村
人
達
が
、
農
業
を
営
む
た
め
に
、
荒
れ
て
い
た
山
林
を
開
墾
し
、

タ
バ
コ
や
果
樹
を
植
え
、
農
業
を
や
り
か
け
た
よ
う
で
す
が
、
数
回
に
わ
た

っ
て
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
道
路
や
畑
が
破
砕
し
た
た
め
結
局
断
念
し
た
よ

う
で
す
。 

 
 

 


